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町
立
総
合
体
育
館
が

オ
ー
プ
ン

町
民
の
待
望
で
あ
り
ま
し
た
町
立
総

合
体
育
館
が
三
月
一
日
か
ら
開
館
に
な

り
、
連
日
テ
ニ
ス
愛
好
会
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
な
ど
の
利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て
、
延
面
積
四
、
一
七
一
・

五
三
平
方
㍍
、
総
工
事
費
六
億
八
、
五

〇
〇
万
円
で
、
五
十
六
年
度
、
五
十
七

年
度
の
二
か
年
継
続
で
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
採
光
を
考
え
た
壁
面
ガ
ラ
ス

張
り
と
大
小
の
二
重
構
造
を
持
つ
屋
根

は
、
ま
さ
に
”
日
野
路
の
大
仏
殿
〃
と

い
う
容
姿
が
あ
て
は
ま
り
、
国
道
を
走

る
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
も
、
目
を
奪
わ
れ

る
ほ
ど
で
す
。

今
後
こ
の
施
設
が
明
快
を
活
用
が
を

さ
れ
、
心
身
共
に
健
康
を
社
会
発
展
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
体
育
館
の
使
用
ル
ー
ル
は
別
項
に
掲
載
）

▲
利
用
者
で
に
ぎ
わ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
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町　　報江　　府

選挙
県　知　事

県議会議員

4月10日が投票日

四
月
十
日
（
日
）
に
、
鳥
取
県
知
事

と
鳥
取
県
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。こ

の
た
び
の
選
挙
は
、
知
事
の
退
職

の
申
し
出
に
伴
う
も
の
と
、
県
議
会
議

員
の
任
期
が
四
月
一
一
十
九
日
で
満
了
と

な
る
た
め
の
も
の
で
、
告
示
は
県
知
事

選
挙
が
三
月
十
」
八
日
、
県
議
会
議
員
選

挙
が
三
月
二
十
九
日
で
す
。

選
挙
は
民
主
主
義
の
基
本
に
な
る
も

の
で
す
が
、
特
に
統
一
地
方
選
挙
は
、

私
た
ち
県
民
が
身
近
か
な
県
政
に
対
し

て
意
見
を
表
明
す
る
重
要
な
機
会
で
す
。

一
人
一
人
が
政
治
や
選
挙
に
強
い
関
心

を
持
ち
、
主
権
者
と
し
て
選
挙
の
意
義

を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
活
き
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

江
府
町
で
投
票
で
き
る
人

三
月
二
十
七
日
現
在
で
三
か
月
以

上
町
内
に
住
所
の
あ
る
人
（
十
二
月

二
十
七
日
以
前
に
転
入
届
を
し
た
人
）

江
府
町
で
投
票
で
き
な
い
人

十
二
月
二
十
八
日
以
後
の
転
入
者

町
長
日
誌

＊
2
　
月

最
醐

4
日
励

5
日
出

6
日
口
H

7
R
l
月

8
日
㈹

9
日
瑚

1
0
日
㈲

12
日
川

14
日
㈲

昭
和
5
8
年
度
予
算
編

成
査
定

庁
内
会
、
建
設
事
業

入
札

中
電
俣
野
川
発
電
所

建
設
所
転
任
者
送
別

会武
庫
会
館
こ
け
ら
落
し

西
部
町
村
長
会
理
事

会
（
米
子
）

大
山
山
麓
開
拓
建
設

事
業
所
来
庁

日
野
郡
行
政
懇
談
会

（
根
雨
）

西
部
町
村
長
会
（
米

子
）

県
道
俣
野
線
山
崩
発

生
対
策
本
部
を
設
置

し
、
う
回
路
対
策
・

復
旧
作
業
・
二
次
災

害
防
止
・
広
報
等
に

対
処
す
る

建
設
事
業
入
札
、
大

山
山
麓
開
拓
建
設
事

業
所
来
庁
、
日
野
郡

土
地
改
良
事
業
推
進

協
議
会

森
林
組
合
連
絡
会
諸

県
町
村
会
総
会
（
倉

吉
）

兵
庫
県
安
富
町
議
会
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報丁田府江

（
従
前
の
住
所
地
）

十
二
月
九
日
ま
で
の
転
出
者

庸
　
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
て
、

い
つ
ま
で
も
転
入
の
届
出
を
し

を
い
と
、
ど
ち
ら
の
市
町
村
に

も
登
録
さ
れ
て
い
を
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。

新
し
く
有
権
者
と
な
る
人

昭
和
三
十
八
年
四
月
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

町
の
有
権
者
数
は
、
三
月
二
十
四

日
現
在
、
四
、
〇
二
五
人
。
男
一
、
九
一

六
人
、
女
二
、
一
〇
九
人
で
す
。
投
票

日
ま
で
に
死
亡
、
転
出
す
る
人
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
当
日
有
権
者
数
は
、

異
動
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

十

十

　

1

㊧

不
在
者
投
票
は
役
場
で

投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
で
き
る
期
間
は
、

県
知
事
　
　
　
三
月
十
六
日
か
ら

四
月
九
日
ま
で

県
議
会
議
員
　
三
月
二
十
九
日
か
ら

四
月
九
日
ま
で

取
扱
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
は
、
町
の
選
挙
管
理

委
員
会
（
役
場
内
）
　
へ
印
か
ん
を
持

参
し
、
そ
の
理
由
を
言
っ
て
宣
誓
す

れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不

在
者
投
票
管
理
者
を
置
く
指
定
病
院
、

施
設
等
に
入
院
、
入
所
の
場
合
は
、

本
人
の
申
出
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

病
院
、
施
設
か
ら
の
請
求
で
不
在
者

授
票
が
で
き
ま
す
。

他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

宣
誓
書
を
添
え
郵
便
で
投
票
用
紙
を

請
求
し
、
受
取
っ
た
ら
住
所
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
行
っ
て
投
票
が
で

き
ま
す
が
、
郵
送
に
日
数
が
か
か
り
、

折
角
の
不
在
者
投
票
が
投
票
日
に
到

着
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

－
在
宅
投
票
－

投
票
用
紙
の
請
求
は

4
月
6
日
ま
で
に

町
の
選
管
か
ら
四
年
間
有
効
の
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

明るい選挙で意義ある一票

町選挙管理委員長

遠　藤　延

ご承知のとおり、今

年は選挙の年であり、

統一選挙が幕開けとを

り、4月10日は、鳥取

県知事、鳥取県議会議

員選挙の投票日です。

このたびの選挙は、

県政を担当する県知事、

県議会議員を選ぶ大切

な選挙です。責任をもって意義ある一票を

投じてください。町選挙管理委員会では、

皆様に正しい選挙の取扱いの周知を企画し

ていますので、各自の格別のご協力のもと

に、棄権のをい明るい正しい選挙ができま

すようお願いいたします。

投
票
用
紙
の
色

る
重
度
身
障
者
の
方
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す

れ
ば
、
自
宅
で
郵
便
投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
棄
用
紙
の

交
付
請
求
期
限
は
、
四
月
六
日
ま
で

で
す
。そ

の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
内

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
電
話
二
二
一

二
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
は
2
種
類

投
票
用
紙
の
間
違
い
に
よ
る
「
無

効
票
」
を
防
ぐ
た
め
、
投
票
用
紙
を

次
の
二
種
類
に
色
分
け
す
る
と
共
に

投
票
用
紙
を
二
回
に
分
け
て
交
付
し

ま
す
。

投
票
所
で
も
呼
び
か
け
を
し
ま
す

が
有
権
者
の
意
志
が
正
し
く
反
映
さ

れ
る
よ
う
、
投
票
用
紙
を
よ
く
確
か

め
て
投
票
し
て
下
さ
い
。

自
然
休
養
村
事
業
視

察
来
町

1
8
日
也
高
校
P
T
A
同
窓
役

員
来
庁
、
中
国
横
断
自

動
車
道
町
対
策
会
議

19
日
㈹
町
同
和
教
育
研
究
集

会25242321

日　日　日・、一日

（劫（木）（水）（月）

全
国
過
疎
連
盟
理
事

会
（
東
京
）

森
林
組
合
役
員
会

町
道
洲
河
崎
下
安
井

線
（
下
安
井
地
内
）

及
び
カ
ヅ
チ
・
寺
谷

線
林
道
竣
工
式

26
日
出
溝
口
地
区
交
通
安
全

協
議
会
総
会

28
日
㈲
三
町
衛
生
施
設
組
合

議
会
定
例
会

投
票
の
仕
方

最
初
に

県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
の
交
付

を
受
け
て
、
投
票
を
終
え
、

改
め
て

県
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
の
交
付

を
受
け
て
再
投
票
し
、
投
票
が
終
了

し
ま
す
。

投
票
時
間
は

午
後
六
時
ま
で

投
票
日
は
、
四
月
十
日
の
日
曜
日

で
す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
開
票
は
当
日
の
十
日
、
午

後
六
時
四
十
分
か
ら
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
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昭
和
5
6
年
度
の
決
算
状
況

報町府

十
二
月
十
六
日
か
ら
開
か
れ
た
十

二
月
定
例
町
議
会
で
昭
和
五
十
六
年

度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
一
年

間
に
町
民
一
人
あ
た
り
が
負
担
し
た

税
金
は
五
万
九
千
二
百
七
十
九
円
。

ま
た
、
町
民
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ

た
お
金
は
六
十
四
万
七
百
十
三
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
台
所
は
み
を
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
町
税
、
そ
れ
に
国
、
県

か
ら
の
支
出
金
や
借
入
金
（
町
債
）

な
ど
に
よ
っ
て
ま
か
を
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
町
民
の
し

あ
わ
せ
と
健
康
を
守
り
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

効
率
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ

た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
五
十
六
年
度
の
町
の
台
所
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

町税総額……30，292万円

（内訳）

町　 民　 税 固 定 資 産 税 た ば こ 消 費 税

1 4 ，2 1 3 万 円 1 0 ，3 9 5 万 円 1 ，9 7 6 万 円

（4 6 ．9 ％ ） （3 4 ．3 ％ ） （6 ．5 ％ ）

電　 気　 税 軽 自 動 車 税 木 材 引 取 税

2 ，7 4 7 万 円 4 1 5 万 円 2 4 万 円

（9 ．1 ％ ） （ 1 ．4 ％ ） （0 ．1 ％ ）

特 別 土 地 保 有 税

5 2 2 万 円

（1 ．7 ％ ）

江

の家計簿
千万円の使いみち

歳　入

33億1，670万2千円

366．100千円県支出金

309263千円

分担金及び負担金　83．855千円2．5％

302，917千円

繰越金　　　　58．898千円ト8％

財産収入　　　　56，621千円1．7％
諸収入　　　　　50，849千円1．5％
その他　　　　46，647千円1．4％

特 別 会 計　 ［二 l歳 出

国　 民　 健　 康　 保　 険 ：…喜；≡1232．608千円
1 223．661千円

簡　 易　 水　 道　 事　 業
　　　　　　　 】171，616千円

：‡j19，226千円
19，203千円

住宅新築資金等貸付事業

老人居室整備資金貸付事業 侶 鰐 買 、華 で攣 ∴定、、

ろ∴≡≦9，328千円
9，274千円

≡≡；‾：⊆：3，220千円
1，914千円　　　　 〟

j≡室㌻≡j2，064千円
2．011千円

障害者住宅整備費金貨付事業

米　 沢　 財　 産　　 区

神　 奈　 川　 財　 産　 区

江　 尾　 財　 産　　 区 遅 呂　　 脛 喪章・≠無 芸患 靡

索　　 道　　 事　　 業

、1
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江　　府　　町　　報

町民1人あたりに使われたお金
640，713円

（57年3月末 5，110人）

－亡｝－－ヱ －－

r＼ミ

r ・ ll＼
喪 空 襲

跨れ　 厨

・ 艶鋼 帯

惑 機

器巌 ♂一言ご； 鍋

＝J　　 民生費

ノI
／′…‾柄リン，

　△虐費

諸支出金 総務費 農林水産業費 土木費

171，948円 133，351円 108，059円 55，197円 43，832円 36，894円

－－●－－－－

1ニ

教育費

磯 ′〝 ／／乙

ゥIj 【

’‾ ・・－Jl．一

園 田 キ苛応
　 ■○●

・岩

野 こ＼

その他

／　　グ

衛生費 災害復旧費 商工費 議会費

35，892円 19，698円 9，629円 8，934円 8，591円 8，688円
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江　　府　　町　　報

町立総合体育館使用ルール決まる

ト
体
育
館

す
合
っ
て
有
効
に

お
互
い
に
譲
り
合
っ
て
誰
も
が
有
効
に
利
用
が
で

き
る
よ
う
に
、
使
用
の
手
引
き
が
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

町
民
全
体
の
公
共
施
設
と
し
て
、
大
切
に
愛
護
す

る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
、
多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
時
間
と
休
館
日

開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら

午
後
1
0
時

休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
　
8
月

1
3
日
か
ら
8
月
1
5
日
、

1
2
月
2
8
日
か
ら
1
月

使
用
申
込
み

使
用
申
込
み
は
、
所
定
の
使
用
申

込
書
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
使
用

料
を
添
え
総
合
体
育
館
事
務
室
、
町

役
場
企
画
課
、
町
教
育
委
員
会
総
務

課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
団
体
利
用
申
込
み
は
、
事
前
に
利

用
打
合
せ
を
開
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
使
用
申
込
書
は
、
申
込
先
に
備
え

て
い
ま
す
）

・
受
付
時
間
は
、
休
館
日
を
除
き
毎

日
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

で
す
。

使
用
者
の
心
得

・
館
内
は
土
足
厳
禁
で
す
。
（
屋
内

専
用
シ
ュ
ー
ズ
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
シ
ュ
ー
ズ
は
館
で
も
お
世
話
し

ま
す
）

・
使
用
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

へ
後
か
た
づ
け
、
清
掃
も
時
間
内
に

終
り
、
係
員
の
確
認
を
受
け
て
く
だ

さ
い
）

・
火
気
は
厳
禁
で
す
。
（
喫
煙
場
所

は
一
階
ロ
ビ
ー
で
す
）

・
照
明
・
コ
ン
セ
ン
ト
・
電
力
・
ラ

イ
ン
テ
ー
プ
等
の
使
用
と
備
え
付
け

以
外
の
器
具
の
持
込
み
は
許
可
が
必

要
で
す
。
（
コ
ー
ト
の
設
定
・
照
明

等
は
、
館
の
提
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
）

・
競
技
場
内
で
飲
食
、
物
品
販
売
、

は
り
紙
、
く
ぎ
打
ち
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

次
ペ
ー
ジ
へ

1階平面図
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・
運
動
機
具
、
そ
の
他
の
装
置
は
館
に
申
出
て
く
だ

さ
い
。
（
設
備
、
備
品
等
の
操
作
の
扱
い
は
丁
寧
に
）

・
館
内
で
の
机
、
椅
子
、
機
具
等
の
使
用
は
、
館
に

申
出
て
く
だ
さ
い
。
（
必
ず
シ
ー
ト
を
敦
か
を
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
）

・
申
込
み
以
外
の
使
用
禁
止
と
、
使
用
許
可
の
権
利

譲
渡
・
転
貸
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
所
定
場
所
以
外
の
出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
機
械
の
作
動
上
危
険
が
伴

い
ま
す
の
で
、
幼
児
・
少
年
の
入
室
を
お
断
り
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
使
用
時
間
は
、
原
則
と
し
て
午
前

9
時
か
ら
午
前
1
2
時
、
午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
で
す
。

・
そ
の
他
は
、
館
の
提
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
使
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

使用料一覧表

区　 分 使　 用　 料

照　　 明　　 使　　 用　　 料

午前韻 迄 午後 瀧 午後娼 蓬

体 育 室 （無灯の場合） 1灯当り 1灯当り 1灯当り
1回 1人 100円 80円 100円 100円

′ト体育室 1回 1人 100円 － － ー

トレー

ニング室
1回 1人 150円 － － －

⑳1．使用は原則として町民に限ります。

2．1回とは、午前9時から12時、午後1時か
ら5時、午後6時から10時の各時間をそれぞ
れ1回とします0（1日3回）

※この使用料は、調査委員会において、県内外の
施設の実状を調査検討した結果により、定めた
ものです。

※この使用規定は、施設愛護、高度～舌用を願うた
めのものでありますので、皆様のご理解をお願
いします。

2階平面図

■　 ■　t

小体育室（卓球室、会議室兼用）

観覧席（背付独立型シート392席設置）

玄　　関　　ホール

体育室照明（照度1，000ルックス）
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江　　府　　町　　報

食糧管理法が改正

お　米を買う　のが簡単

▲町文化祭で町農協が米の栄養価を展示

お
米
は
統
一
看
板
の

あ
る
店
で

昨
年
、
食
糧
管
理
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

食
糧
管
理
法
が
で
き
た
の
は
昭
和

十
七
年
。
食
糧
事
情
の
ひ
っ
迫
し
た

戦
時
中
に
食
糧
の
分
配
を
公
平
に
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
実
情
に
合
わ
を
い
面
が
出

て
く
る
の
は
当
然
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
米
穀
通
帳
に
よ
る
配

給
制
度
で
す
が
、
今
の
若
い
方
た
ち

に
は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
を
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
食
糧
需
要
の
変
化
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
食
管
制
度

に
は
何
度
か
手
直
し
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
多
様
化
す
る
消

費
者
の
需
要
に
即
応
す
る
た
め
、
全

般
的
な
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

流
通
面
、
販
売
面
で
も
さ
ま
ざ
ま

を
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

般
消
費
者
に
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ

る
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
米
穀
通
帳
制
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
米
穀
通
帳
を
し
で
お
米
が
買

え
る
よ
う
に
を
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

特
別
の
事
情
で
米
の
供
給
が
間
に
合

わ
を
く
在
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、

配
給
制
度
の
復
活
も
あ
り
え
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た

㊥

「
縁
故
米
、
贈
答
米
」
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

縁
故
米
…
生
産
者
は
、
政
府
ま
た
は

自
主
流
通
に
販
売
を
し
た
後
な
ら
無

償
で
あ
れ
ば
、
米
を
送
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
玄
米
3
0
㌔
未
満
で
す
。

例
え
ば
、
大
阪
に
下
宿
し
て
い
る

息
子
に
米
を
送
る
時
、
品
名
を
米
と

表
示
し
て
も
差
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ

ん
。

贈
答
米
…
お
中
元
や
お
歳
暮
な
ど
に

米
を
贈
る
場
合
。
た
だ
し
、
精
米
1
0

キ
ロ
未
満
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
く
発
足
し
た

食
糧
管
理
制
度
は
、
〃
よ
り
よ
い
お

米
を
安
定
し
て
購
入
し
た
い
〃
と
い

う
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

お
米
屋
さ
ん
の
看
板
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
看
板
は
、
消
費
者
の
方
が
安

心
し
て
お
米
を
買
え
る
お
米
屋
さ
ん

の
し
る
し
で
す
。

お
米
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
た

業
者
で
を
け
れ
ば
販
売
で
き
を
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
こ

の
統
一
看
板
の
あ
る
お
米
屋
さ
ん
で

は
、
正
規
の
ル
ー
ト
を
通
っ
た
信
用

の
お
け
る
お
米
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
統
一
看
板
の
な
い
無

許
可
業
者
が
売
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
ヤ
ミ
米
は
公
的
を
チ
ェ
ッ
ク
が
行

わ
れ
て
い
を
い
の
で
、
信
頼
が
お
け

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
統
一
看
板
の

出
て
い
な
い
業
者
か
ら
は
、
お
米
を

買
わ
を
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
米
の
栄
養
価

図
は
、
米
一
〇
〇
雪
の
成
分
を
表

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
米
の

栄
養
素
は
7
6
打
の
で
ん
粉
（
糖
質
）
、

7
打
の
タ
ン
パ
ク
質
を
主
と
し
て
い

ま
す
が
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
栄

養
素
も
含
ん
で
い
ま
す
。

主
体
に
な
る
で
ん
粉
は
、
糖
に
分

解
さ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
を
り
ま
す
。

こ
の
で
ん
粉
の
多
い
穀
物
が
世
界
で

主
食
に
在
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
米

は
一
番
能
率
が
高
く
、
一
番
安
く
、

ま
た
一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
食
品

で
す
。

牽
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理
想
的
な
日
本
人
の
食
生
活

お
米
を
中
心
と
し
た
、
日
本
人
の
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
食
生
活

食
生
活
は
、
平
均
的
を
バ
ラ
ン
ス
の
　
　
は
理
想
的
で
す
。
日
本
食
は
、
欧
米

と
れ
た
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
い
わ
　
　
諸
国
の
畜
産
物
、
油
脂
類
過
多
の
食

る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
日
本
人
の
個
人
個
人
の

食
生
活
を
見
ま
す
と
、
最
近
、
欧
米

型
の
食
事
を
好
む
傾
向
が
強
い
よ
う

で
す
。
こ
う
し
た
傾
向
が
続
け
ば
、

栄
養
の
偏
り
が
生
じ
、
成
人
病
に
か

か
る
人
が
増
え
る
の
で
は
を
い
か
と

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
米
は
良
質
、
経
済
的
な

タ
ン
パ
ク
源

れ
ま
す
。

次
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。

生
活
と
違
い
、
米
を
主
食
す
る
事
に

よ
り
、
で
ん
粉
質
を
多
く
取
っ
て
い

江　　府　　町　　報

タンパク質、脂肪、炭水化物カロリー化

（汗帯粘㌫り余話毒‾1978年）

◇PFCカロリー比

。76．㊧∴塵…．．

感．2C43

栄華バランスの基本は、タンバク

賞（P）と脂肪（F）と炭水化物（C）の

バランスです。この3成分の熱雷

比をPFCカロリー比といいます。

理想的な比率は、Plト～14％、F20

－30％、C69－56％といわれ、大

まかにはl：2：5となります。

’d一室三　′

食
品
の
タ
ン
パ
ク
質
の
栄
養
価
を

比
較
す
る
に
は
、
一
般
に
プ
ロ
テ
ィ

ン
ス
コ
ァ
　
（
タ
ン
パ
ク
価
）
が
用
い

ら
れ
ま
す
。
プ
ロ
テ
ィ
ン
ス
コ
ァ
は

数
字
の
多
い
も
の
ほ
ど
良
い
タ
ン
パ

ク
質
を
含
む
食
品
で
あ
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。

上
の
図
は
、
理
想
タ
ン
パ
ク
源
と

い
わ
れ
る
タ
マ
ゴ
を
一
〇
〇
と
し
た

と
き
の
プ
ロ
テ
ィ
ン
ス
コ
ア
で
す
。

米
は
、
7
7
で
牛
乳
、
牛
肉
と
同
じ
よ

う
を
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

タ
ン
パ
ク
質
の
単
価
も
他
の
タ
ン
パ

ク
源
と
比
べ
て
経
済
的
で
す
。

お
米
と
肥
満

お
米
を
食
べ
る
と
太
る
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

太
る
に
は
、
運
動
不
足
と
砂
糖
類

や
動
物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
な
ど
の

栄
養
過
多
が
原
因
で
す
。

間
食
を
避
け
、
米
を
中
心
と
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
れ
ば

肥
満
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

お
米
と
頭
の
働
き

米
に
脳
の
働
き
を
妨
げ
る
も
の
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
居
眠
り
や
物

忘
れ
の
大
半
は
、
過
労
、
寝
不
足
、

不
摂
生
や
心
配
ご
と
に
よ
る
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
で
起
こ
り
ま
す
。
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江　　府　　町　　報

希望を胸に巣立つ

激励会
母子家庭中学校卒業者

中学校卒業就職進学者

▲お礼の言葉を述べる宇田川君

4
月
か
ら

保
険
料
が
，

8
3
円

5
三至三≒…≧

国民年金の保険

料は、現在月額5，

220円（付加年金

5，620円）ですが、

4月から5，830円

（付加年金6，230

円）になります。

この保険料の引

き上げは、昨年8

月に年金額の引．き

上げをど年金制度

が改善されたことによるものです。

国民年金の財源は、加入者が納める

保険料と国の負担する国庫金とでまか

なわれています。将来にわたって高い

年金額を維持し、生活を支える価値あ

る年金にするためにも、保険料は滞納

せず、納付日にきちんと納めて下さい。

をお、保険料を納めることが困難な人

には、保険料の免除制度もあります。

詳しいことは、町役場年金係にお尋ね

下さい。

今
春
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子
家

庭
の
生
徒
（
三
名
）
と
、
中
学
校
を
卒

業
後
働
き
を
が
ら
進
学
し
よ
う
と
す
る

生
徒
二
名
）
の
前
途
を
祝
う
激
励
会

は
、
町
主
催
、
町
母
子
会
の
後
援
に
よ

り
、
三
月
七
日
土
井
之
内
会
館
で
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
浮
田
校
長
、
篠
田
学
年

主
任
に
引
卒
さ
れ
た
生
徒
と
共
に
、
招

待
し
た
お
母
さ
ん
方
が
出
席
、
来
賓
の

西
部
福
祉
事
務
所
長
、
米
子
公
共
職
業

安
定
所
長
、
町
教
育
委
員
長
ら
多
数
が

見
守
る
中
、
井
上
町
長
か
ら
、
こ
の
日

の
た
め
に
生
徒
一
人
一
人
に
揮
ご
う
の

色
紙
と
記
念
品
を
、
郡
連
合
母
子
会
か

ら
記
念
樹
が
贈
ら
れ
、
井
上
町
長
か
ら

「
不
幸
に
し
て
父
親
を
失
い
、
母
の
愛

護
で
育
て
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
ひ
と
り
の

親
が
今
日
の
日
を
ど
れ
だ
け
待
ち
わ
び

た
こ
と
か
、
将
来
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

進
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
母
の

恩
を
忘
れ
を
い
で
、
し
っ
か
り
し
た
心

で
苦
難
を
乗
り
越
え
大
き
く
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
ま
た
就
職
進
学
者
に
は
「

働
き
を
が
ら
進
学
し
よ
う
と
す
る
そ
の

決
断
と
勇
気
に
心
か
ら
敬
意
を
は
ら
い

ま
す
。
人
間
の
幸
せ
の
条
件
は
、
先
づ

健
康
が
第
一
で
す
。
自
分
自
身
に
責
任

を
も
っ
て
健
康
管
理
に
つ
と
め
、
家
庭

や
郷
里
を
忘
れ
ず
職
場
に
学
ん
で
ほ
し

㊥

い
」
と
、
生
徒
た
ち
の
前
途
を
期
待
し

激
励
の
言
葉
を
お
く
り
、
西
部
福
祉
事

務
所
長
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
が
あ
っ
て
、

生
徒
を
代
表
し
　
武
庫
　
宇
田
川
光
博

君
が

「
永
い
間
温
か
く
育
て
て
下
さ
っ
た

ご
恩
と
今
日
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
み
な

さ
ん
方
の
期
待
に
背
か
を
い
よ
う
一
生

懸
命
努
力
し
ま
す
」
と
、
力
強
く
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
母
子
会
か
ら
奉
仕
の
昼

食
を
共
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
励
ま

し
を
受
け
、
過
ぎ
去
っ
た
苦
労
話
や
将

来
に
つ
い
て
ひ
と
と
き
を
語
り
合
い
ま

し
た
。

4
月
か
ら

保
険
証
が
薄
黄
色
に

現
在
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
間
が
三
月
三
十
一
日
で
切
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
四
月
一
日
か
ら
は
薄
黄
色
の
保
険
証
と

な
り
ま
す
の
で
、
古
い
薄
緑
色
の
保
険
証
は
絶
対
使
用
し
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
外
の
大
学
な
ど
へ
進
学
さ
れ
る
場
合
、
学
生
専

用
に
⑳
の
保
険
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
、

役
場
保
健
課
に
在
学
証
明
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
、
⑳
保

険
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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8
5
人
が
出
席

受
章
祝
賀
会

安
心
し
て
走
れ
ま
す

ト
喜
び
の
砂
口
さ
ん
親
子

三
月
十
八
日
、
関
係
者
八
十
五
人
が

土
井
之
内
会
館
に
集
ま
り
、
秋
の
叙
勲

で
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
砂
口
鶴
寿

さ
ん
の
受
章
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
長
男
と
並
ん
だ
砂
口
さ
ん
は
、
喜

び
を
隠
し
き
れ
ず
終
始
ニ
コ
二
コ
顔
で

し
た
。

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
域
振

興
の
た
め
大
い
に
活
躍
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

一杉谷地区－

消
雪
装
置
が

威
力
発
揮

町
道
最
初
の
消
雪
装
置
が
杉
谷
地
区

に
完
成
し
、
今
冬
作
動
を
始
め
、
地
区

民
か
ら
「
こ
れ
で
安
全
走
行
が
で
き
ま

す
」
と
好
評
で
す
。

威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
消
雪
装
置

は
、
道
路
改
良
工
事
と
併
わ
せ
て
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
全
長
二
六
〇
㍍
の
消

雪
パ
イ
プ
を
敷
設
。
言
小
間
隔
で
噴
水

式
メ
ズ
ル
を
設
置
し
、
道
路
の
積
雪
や

凍
結
を
防
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。

事
業
費
は
五
、
一
五
〇
万
円
で
す
。

万
一
の
火
災
に
備
え

江
尾
と
一
旦
に
防
火
水
槽

万
一
の
火
災
に
備
え
、
初
期
消
火
が

で
き
る
よ
う
に
と
江
尾
地
区
と
一
旦
地

区
で
防
火
水
槽
新
設
工
事
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

江
尾
地
区
の
上
之
段
広
場
に
設
置
さ

れ
た
防
火
水
槽
は
、
貯
水
槽
が
四
〇
立

方
㍍
で
総
事
業
費
三
三
五
万
円
。
一
日
蕗

区
の
防
火
水
槽
は
、
四
〇
立
方
㍍
で
四
六

〇
万
円
で
す
。
こ
の
完
成
で
町
内
の
防

火
水
槽
は
、
十
六
基
に
そ
り
ま
す
。

▲威力を発揮する消雪施設

4月1日～4月7日

新入学（園）児を交通事故から守ろう

ト
道
路
を
横
ざ
る
時
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う

入
園
や
入
学
で
心
う
か
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
、
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
七
日
間
、

県
下
一
斉
に
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

保
育
園
や
学
校
で
は
、
右
側
通
行
の
励
行
や
横
断
の
方
法
、

信
号
の
見
方
を
ど
を
指
導
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

も
、
安
全
な
歩
行
の
し
か
た
に
つ
い
て
十
分
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
、
い
つ
で
も
事
故
を
避
け
れ
る
よ
う
を
運
転
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
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人

の

動

き（2月届）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

報町府江

李佐
一　川

桧
原
　
陽
子

山
口
め
ぐ
み

萱草
贋史

長　長
女　女

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

川
井
　
俊
史

角
田
惑
美
子

赤
松
敬
四
郎

谷
口
　
清
美

下
垣
　
政
彦

蘭
牟
田
逸
子

末
次
　
孝
白

滝
熊
　
菊
越

加
藤
　
　
要

加
藤
　
伸
子

川
上
陽
呂
樹

竹
中
美
津
子

））））））

島
根
県
安
来
市

武
庫
か
ら

西
伯
郡
中
山
町

美
用
か
ら

美
用

鹿
児
島
県
態
毛
郡
か
ら

美
用

広
島
県
比
婆
郡
か
ら

日
野
郡
日
野
町
か
ら

俣
野

美
用

大
阪
市
平
野
区
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

二
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

新
一
川
上
正
武
殿

（
父
政
好
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

佐
川
　
己
越
文
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

新
二
　
沖
田
繁
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
神
庭
正
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

‥
…
善
意
銀
行
受
払
細
告
＝
・
＝
・

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

池
の
内
加
藤
せ
つ
子
7

6
歳
憲
三
宅

新
一
川
上
政
好
7
4
歳
正
武
宅

新
一
矢
村
麟
一
7

0
歳
敦
美
宅

L
一
月
末
累
計
額

二
百
六
十
四
万
四
百
七
十
円

与
一
日
中
寄
付
額

七
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
五
万
円

快
気
祝
　
　
二
万
五
千
円

3
叫
二
月
未
累
計
額

二
百
七
十
一
万
五
千
四
百
七

十
円

歯

ふ
る
さ
と
地
名
等
⑥

え
い
み
谷
　
洲
河
崎

「
あ
い
み
谷
」
と
も
呼
ば
れ
て
、

江
府
中
学
校
の
対
岸
日
野
川
左
岸
に

あ
る
。

製
塩
用
の
濃
縮
し
た
塩
水
を
「
え

い
か
」
と
い
う
が
不
自
然
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
「
あ
い
み
」
が
「
え
い
み
」

に
転
託
し
九
㍍
碍
あ
ろ
う
。
「
あ

い
み
」
は
「
淡
海
」
、
す
を
わ
ち
「

ミ
ズ
ウ
ミ
」
の
意
で
あ
る
。
こ
の
谷

が
日
野
川
に
そ
そ
ぐ
場
所
が
「
ハ
ン

ザ
ケ
」
退
治
の
伝
説
で
知
ら
れ
る
「

ア
ミ
が
淵
」
で
、
こ
の
淵
が
「
あ
い

み
」
　
の
名
称
の
お
こ
り
で
あ
ろ
う
。

中
祖
（
な
か
ぞ
）
　
洲
河
崎
・
吉

原
・
武
庫

中
曽
根
の
転
託
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
そ
ね
」
は
綿
・
蛸
■
の
文
字
が
正
し

く
、
「
石
の
多
い
ヤ
セ
地
」
を
意
味

す
る
。
町
内
各
地
の
　
「
中
祖
」
も
日

野
川
の
古
い
中
州
や
小
丘
陵
を
囲
む

地
域
で
、
い
ず
れ
も
語
意
と
一
致
す

る
。枕

木
・
祝
神
（
い
わ
い
ぎ
・
い
わ

い
が
み
）
　
武
庫
・
俣
野

r
広
辞
苑
』
は
「
祝
木
」
を
「
柳

つ
ば
な

櫓
の
枝
の
先
を
削
り
か
け
て
茅
花
の

よ
う
に
し
鶴
・
亀
・
桧
・
竹
・
梅
な

ど
を
か
き
、
新
年
の
祝
に
用
い
る
棒
」

と
説
明
し
て
い
る
。

俣
野
の
　
「
祝
神
」
は
尾
上
原
集
落

の
中
ほ
ど
、
川
の
左
岸
に
あ
り
、
も

と
、
村
荒
神
の
社
地
に
因
ん
だ
地
名

と
い
う
。
ま
た
、
武
庫
の
　
「
枕
木
」

の
「
祝
」
も
、
斎
（
い
み
つ
つ
し
ん

で
神
を
祀
る
）
　
の
別
字
と
考
え
れ
ば
、

神
ま
つ
り
の
場
に
囲
ん
だ
地
名
と
考

え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

田
代
（
た
し
ろ
）
　
武
庫
・
俣
野

久
遠
に
「
代
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
る
。
日
本
古
代
の
土
地
文
量
の
単

位
に
「
代
」
が
あ
る
。
一
代
は
稲
一

束
（
籾
で
一
斗
、
米
に
し
て
五
升
、

現
在
の
桝
で
二
升
）
を
生
産
す
べ
き

面
積
を
い
う
。

「
田
代
」
も
山
間
地
に
多
く
分
布

す
る
地
名
で
、
「
田
を
開
い
た
と
こ

ろ
」
、
す
な
わ
ち
「
新
田
」
を
意
味

す
る
地
名
で
あ
る
。

庄
田
（
し
ょ
う
だ
）
　
武
庫
・
俣
野

奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
、
開
懇
等
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
私

有
地
を
荘
寓
と
い
う
。
荘
園
跡
に
は

「
上
の
庄
」
・
「
下
の
庄
」
・
「
院

ノ
庄
」
を
ど
「
庄
（
荘
）
」
地
名
の

現
存
が
多
い
。

【
荘
園
志
料
」
は
「
宮
市
荘
」
を

「
郡
中
箪
・
俣
野
・
福
谷
・
下
蚊
屋
・

助
谷
・
江
尾
・
栗
尾
・
杉
谷
・
貝
田
・

宮
市
・
無
用
・
北
江
尾
十
二
村
」
と

し
て
お
り
、
そ
の
関
係
か
と
も
考
え

ら
れ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

ヒ
キ
シ
　
　
武
庫

形
容
詞
の
「
ひ
く
し
（
低
）
」
と

同
じ
で
、
低
地
の
称
で
あ
る
。
し
か

し
、
武
庫
の
「
ヒ
キ
シ
」
は
高
谷
の

左
岸
で
、
い
ま
は
耕
地
で
あ
る
が
、

以
前
木
地
師
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ

と
い
わ
れ
て
お
り
　
「
挽
地
」
、
す
な

わ
ち
、
木
地
師
が
使
用
す
る
用
材
に

囲
ん
だ
も
の
と
解
し
た
い
。ね

こ
ぞ
う

革
里
　
（
そ
り
）
　
武
庫
＝
猫
草
り
、

杉
谷
＝
日
章
里
、
下
安
井
＝
伊
平

払
喝
ソ
ー
リ

焼
畑
を
休
ま
せ
て
、
草
の
生
え
る

ま
ま
に
す
て
お
く
も
の
を
「
そ
う
り
」

「
そ
り
」
と
呼
び
、
「
反
」
・
「
草

里
」
・
「
楚
里
」
の
文
字
を
当
て
る
。

俣
野
で
は
村
山
の
一
部
を
願
い
出

に
よ
っ
て
、
焼
畑
・
植
林
し
、
地
上

権
を
得
た
山
地
を
、
ま
た
、
下
安
井

で
は
所
有
権
に
関
係
を
く
自
由
に
自

家
用
薪
炭
材
を
採
る
こ
と
の
で
き
た

山
林
を
「
ぞ
う
り
」
と
呼
ぶ
。
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